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見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
九
十
八
） 

 

第
四
章
：
中
東
の
戦
争
と
平
和
（
十
二
） 

 

九
十
八 

「
平
和
の
家
」
と
「
戦
争
の
家
」(

二―

四)
 

  
イ
ス
ラ
ー
ム
の
勃
興
期
に
は
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
（
無
明
の
世
界
）
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
光
を
届
け
る
布
教
活

動
が
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
を
築
き
上
げ
た
。
そ
し
て
中
世
で
は
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
め
ぐ
る
十
字
軍
と
の
戦
い

で
キ
リ
ス
ト
教
を
退
け
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
世
が
「
平
和

の
家
」
で
あ
り
続
け
た
時
代
で
あ
っ
た
。
近
代
西
欧
社
会
が
こ
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
を
圧
政
と
搾
取
の
世

界
と
指
弾
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
住
む
大
多
数
の
民
衆
に
と
っ
て
は
平
和
な
世
界
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

  

そ
の
平
和
な
世
界
を
踏
み
荒
ら
し
た
の
は
西
欧
列
強
の
帝
国
主
義
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
次
々
と

「
戦
争
の
家
」
を
繰
り
広
げ
た
の
は
帝
国
主
義
国
家
の
政
治
家
、
軍
人
或
い
は
資
本
家
た
ち
だ
っ
た
。
た
だ

「
平
和
の
家
」
と
「
戦
争
の
家
」
の
境
界
に
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
世
界
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
そ
れ

を
「
和
平
の
家
（
ダ
ー
ル
・
ア
ッ
・
ス
ル
フ
）
」
と
名
付
け
た
。 

  

第
四
次
中
東
戦
争
の
後
、
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
和
平
協
定
を
結
び
、
以
後
今
日
ま
で
半
世
紀
近
く

の
間
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
家
間
戦
争
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
「
和
平
の
家
」
が
出
現
し
た
と

言
え
よ
う
。 

従
来
中
東
戦
争
と
言
え
ば
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
ラ
ブ

人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
戦
争
で
あ
り
、
同
時
に
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
教
戦
争
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

http://ocininitiative.maeda1.jp/098PeaceOnHorizenChapter4-12English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/098PeaceOnHorizenChapter4-12Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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単
純
な
二
項
対
立
の
図
式
で
あ
り
、
「
敵
」
と
「
味
方
」
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
。 
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